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目　　　的
　九州南方で水温前線（黒潮暖水の北縁）が
約20日の周期で繰り返し北上することが知
られています。本研究では、漁況に密接に関
わるこの現象に伴う周辺海域の流れの変化を
明らかにすることを目的としました。

方　　　法
　定期客船（鹿児島－沖縄間を4日で往復す
るフェリー）の航走水温の連続観測データと、
調査船による1000m深までの立体的観測結果
を組み合わせて20日周期変動を解析しました。

結　　　果
　図（a）～（c）は九州南方～日向灘での
50m深における水温と流れの変化です。色で
水温（暖色が高温、寒色が低温）を表し、矢
印の大きさと向きで流速を表しています。図
（a）と図（b）には、観測時のフェリー航路
上の水温前線位置を○で示しています。

　水温前線の北上に伴い屋久島南方と大隅海
峡で流れが強まります（①と②）。これらの
二つ流れの形成により、屋久島南東方と種子
島東方に二つの低気圧渦（中心が低温で周辺
が反時計回りの流れとなるのが特徴）が形成
されます（③と④）。水温前線の北上が終了
すると、これら二つの渦が黒潮北縁に沿って
北東方向に順次移動し、日向灘の海況を約
10日の周期で変化させています（⑤と⑥）。

波 及 効 果
　九州南方～日向灘は、いわし・あじ・さば
類の産卵海域として重要です。本研究の成果
は、これらの水産資源の変動をもたらす卵仔
魚期の輸送過程の解明に役立てられます。
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図　九州南方から日向灘での水温・流速変動


